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2014年度言語文化研究会主催講演会報告
題名：「日本語教育の現場 ―多文化共生社会実現に向けての NPO と行政の協働から
―」
日時：2014年5月16日（金）16時35分～18時05分
会場：東京女子大学9103教室
講師：佐藤佳子氏（松本市・地域日本語教育システムコーディネーター、松本市多文化
共生プラザ・コーディネーター）
＜概要＞
本企画では、日本語教育に多様な現場で関わってきた佐藤氏をお招きし、日本語教育
の現場や学習者の多様性を伝えていただくとともに、松本市における多文化共生に向け
ての取組とその現状を紹介していただいた。佐藤氏は、学生主体のワークショップなど
を通して、外国人の定住化が進んでいること、そしてそうした外国人は、日本人住民と
ともに同じ地域で老後まで過ごす人たちであり、棲み分けているだけではもったいない
ことを指摘した。また、外国人が「人財」として生かされる仕組みづくりの必要性を訴
えた。質疑応答の時間では、日本語教師やコーディネーターという仕事に関する質問だ
けではなく、結婚やキャリア形成に関する質問も提出された。また、佐藤氏には、参加
学生が書いた振り返りシートに対し、後日、詳細な返事を送り返していただき、それを
参加学生に伝えた。 （松尾慎）
題名：「もっと知ろう日本のことばの芸術―眼からウロコの妖精講談―」
日時：2014年5月30日10時55分～13時10分
会場：東京女子大学23101教室
講師：桃川鶴丸氏（講談師）
＜概要＞
学生運営委員と教員の合同企画として、講談師桃川鶴丸さんをお招きし、日本の伝統
的言語芸術である講談の講釈と実演をしていただいた。とくに、こうした世界に触れた
ことがない学生・教職員に、ライブの話芸の魅力を実体験してもらうことと、ふだん考
えている「ことば」とは違った言語の機能や使い方について知る機会を提供することを
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主な目的として企画した。
本学の聴衆向けの演目を選んでい
ただいた結果、講談の歴史や落語や
浪曲との違いの講釈、桃川氏特有の
創作物から「妖精講談」を二席、伝
統的な「義士討ち入り」の初心者向
けワークショップ、という非常に盛
りだくさんの内容になった。言語文
化研究会外部からの反響も大きく、
学生・教職員・一般合わせて150名近い参加者が魅了された。事後アンケートにも再演を
望む声や、好意的な感想が多く寄せられた。学生運営委員たちも、アンケート作成、本
番の司会・録画ほか、企画から運営まで積極的に参加した。今後も続けたい企画である。
（学生運営委員たちの感想は前号に掲載済み。） （田中美保子）
題名：「日本語教育初級クラスのモデル授業及び日本語学校で働くということ」
日時：2014年10月31日（金）16時35分～18時05分（第一部）、18時05分～18時45分（第二
部）
会場：東京女子大学9103教室
講師：金子史朗氏（ホスピタリティ ツーリズム専門学校 事務局次長）
＜概要＞
2012年度に引き続き、日本語学校で大学や専門学校に入学することを目指している留
学生に対する日本語教育に長く携わっている金子氏をお迎えした。第一部では日本語の
模擬授業、第二部では日本語学校で求められている人材に関する講演をお願いした。模
擬授業においては、本学学生を初級の日本語学習者に見立て、文型項目の導入、基本練
習や簡単な応用練習の流れを見せていただいた。周到な準備と経験に裏付けられた授業
展開を参加者一同、体験した。2年連続での参加者も多かった。第二部では、質疑応答
を行い参加学生からいくつかの質問が出され活発なやり取りとなった。 （松尾慎）
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